
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）１０個までの炭素原子を有する硝酸アルキル、シクロアルキル及びアリール、並び
に、アルコキシ置換脂肪族アルコールの硝酸エステルから成る群から選ばれる有機硝酸エ
ステル、
（ｂ）ニトロトルエン及びジニトロトルエンから成る群から選ばれる有機ニトロ化合物、
並びに
（ｃ）それらの混合物
から成る群から選ばれる少なくとも１種の有機窒素含有化合物が約 ～約 ｐｐｍ
ブレンドされている、ガソリン沸点範囲にある炭化水素を主要成分として含有し、ガソリ
ン沸点範囲にある炭化水素が無鉛ガソリンであることを特徴とする燃料組成物。
【請求項２】
　火花点火内燃機関の点火特性を改良する方法であって、請求項１に記載の燃料組成物を
該機関に加えそして該機関内で燃焼させることを含んで成る方法。
【請求項３】
　火花点火内燃機関における着火不良を減少させる方法であって、請求項１に記載の燃料
組成物を該機関に加えそして該機関内で燃焼させることを含んで成る方法。
【請求項４】
　火花点火内燃機関における局部的な燃焼を防止する方法であって、請求項１に記載の燃
料組成物を該機関に加えそして該機関内で燃焼させることを含んで成る方法。
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【請求項５】
　火花点火内燃機関におけるサイクル毎の変動を改善する方法であって、請求項１に記載
の燃料組成物を該機関に加えそして該機関内で燃焼させることを含んで成る方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ガソリン組成物における有機硝酸エステル及び／又は有機ニトロ化合物の使用
に関する。更には、本発明は、点火特性が改良されており、冷態始動時の排気ガスが減少
しているガソリン組成物に向けられている。
【０００２】
【発明の背景】
Ｆｕｌｃｈｅｒらの、「Ｔｈｅ　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　Ｆｕｅｌ　Ａｔｏｍｉｚａｔｉ
ｏｎ．　Ｖａｐｏｒｉｚａｔｉｏｎ．　ａｎｄ　Ｍｉｘｉｎｇ　ｏｎｔｈｅ　Ｃｏｌｄ－
Ｓｔａｒｔ　ＵＨＣ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　ｏｆ　ａ　Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｓ．Ｉ
．Ｅｎｇｉｎｅ　ｗｉｔｈ　Ｉｎｔａｋｅ－Ｍａｎｉｆｏｌｄ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ．」
という表題の報告によれば、現代の火花点火エンジンを動力とした自動車は、後部排気管
から排出される不燃焼炭化水素全体の約８０％を、連邦自動車排ガス基準のために使用さ
れた半時間ＦＴＰ７５運転サイクル (half-hour FTP 75 driving cycle)の最初の５分間に
生成している。このサイクルは、米国での車両運行距離の約半分の旅行距離特性 (trip le
ngth characteristics)を表しているので、もし規定上も実際上でも自動車の炭化水素排
ガスを減少させるべきであるとすれば、この「冷態始動時の過渡現象」に努力を集中しな
ければならない。
【０００３】
冷態始動が原因の炭化水素排ガスを減少させるために、多くの試みがなされてきた。これ
らの試みの殆どは、エンジンそれ自体や燃料の送り出し方法の変更に関係したものであっ
た。ここに、冷態始動が原因の炭化水素の排出が、ガソリンの配合処方における添加物、
とりわけ有機硝酸エステル及び／又は有機ニトロ化合物から選ばれる有機窒素含有化合物
の使用によって改良できることが見出された。
【０００４】
有機硝酸エステル及び／又は有機ニトロ化合物は、永年、オクタン価向上剤としてジーゼ
ル燃料に添加されてきた。１９３０年代以来有機硝酸エステルはジーゼル燃料においてオ
クタン価を上げるために使用されてきており、そしてジーゼルエンジンの運転を可能にす
るのに十分な自動点火の水準を達成している。
【０００５】
火花点火内燃機関で使用されるガソリン範囲に沸点を持つ燃料にとっては、自動点火に耐
えるのに十分なオクタン価を持つことが望まれる。
【０００６】
【発明の構成】
有機硝酸エステル及び／又は有機ニトロ化合物から選ばれる有機窒素含有化合物を、ガソ
リン中で、特定の処理割合で使用すると、点火特性が改良され、そのため、燃費、冷態始
動、希薄燃焼及び排気ガスに良い効果をもたらすことが見出された。点火特性の改良は、
エンジンの点火不良が減少することもしくは完全になくなることによって証拠付けられる
。ガソリンに対するオクタン価向上剤として有機窒素含有化合物の添加を典型的に考える
のは直感的ではないと思われる。ジーゼル燃料のオクタン価を上げる添加剤は、ガソリン
に添加した場合はノッキングを助長する添加剤となることが知られているので、有機硝酸
エステル又は有機ニトロ化合物を、特定の処理割合でガソリンに添加すると、燃料のオク
タン価に悪影響を及ぼさないで同時に燃料の点火特性を改良できるという発見は驚くべき
ことである。
【０００７】
本発明は、有機硝酸エステル、有機ニトロ化合物及びそれらの混合物から成る群から選ば
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れる少なくとも１種の有機窒素含有化合物が約１～約１０００ｐｐｍブレンドされている
、ガソリン沸点範囲にある炭化水素を主要成分として含んで成る燃料組成物を包含する。
【０００８】
更に、本発明は、火花点火内燃機関の点火特性を改良する方法であって、ガソリン沸点範
囲にある炭化水素を主要成分として、そして有機硝酸エステル、有機ニトロ化合物及びそ
れらの混合物から成る群から選ばれる少なくとも１種の有機窒素含有化合物を少量成分と
して含んで成る燃料組成物を該機関に加えそして該機関内で燃焼させることを含んで成る
方法を包含する。
【０００９】
本発明の他の態様は、火花点火内燃機関における着火不良を減少させる方法であって、ガ
ソリン沸点範囲にある炭化水素を主要成分として、そして有機硝酸エステル、有機ニトロ
化合物及びそれらの混合物から成る群から選ばれる少なくとも１種の有機窒素含有化合物
を少量成分として含んで成る燃料組成物を該機関に加えそして該機関内で燃焼させること
を含んで成る方法に向けられている。
【００１０】
着火不良は、ショートした火花による最適でない燃料の点火や適切でない空気対燃料比に
よる燃料の局部燃焼の際に起こる。これらの現象は冷態始動や過渡的な運転の間に起こる
ことが多い。着火不良が起こると排気ガスが多くなり、燃焼しない燃料の損失の結果とし
て燃費が悪くなる。排気ガスを減少させ燃費を向上させるためには、着火不良のない冷態
始動が非常に望ましい。本発明の組成物は、着火不良のない冷態始動を可能にする。
【００１１】
更に、本発明の組成物は、燃料の局部燃焼を減少させることができ、それが起きないよう
にすることさえもできる。燃料の完全燃焼を確実にすることによって不燃炭化水素の排出
が減少しそして燃費が向上する。
【００１２】
本発明の他の態様においては、窒素含有化合物はサイクル毎の変動を改良するために、ガ
ソリン沸点範囲にある炭化水素を主要成分として含む燃料に添加される。サイクル毎の変
動は、シリンダー間の、または１個のシリンダーの連続したサイクルでのむらのある燃焼
の結果として起こる。本発明の燃料組成物は、より一定した燃焼を促進するのでサイクル
毎の変動を減少させることができる。
【００１３】
【発明の具体的な態様】
本発明の点火改良剤は、少なくとも１種の有機硝酸エステル、少なくとも１種の有機ニト
ロ化合物又はそれらの混合物から選ばれる有機窒素含有化合物である。好ましい有機硝酸
エステルは、約１０個までの炭素原子、好ましくは２～１０個の炭素原子を有する置換又
は無置換のアルキル、シクロアルキル又はアリール基を含有する硝酸アルキル、シクロア
ルキル又はアリールである。アルキル基は直鎖でも分岐していてもよい。本発明での使用
に好適な硝酸エステルの特定の例としては以下の化合物を挙げることができるがこれに限
定されるものではない：
硝酸メチル　　　　　　　　　　硝酸エチル
硝酸ｎ－プロピル　　　　　　　硝酸イソプロピル
硝酸アリル　　　　　　　　　　硝酸ｎ－ブチル
硝酸イソブチル　　　　　　　　硝酸ｓｅｃ－ブチル
硝酸ｔｅｒｔ－ブチル　　　　　硝酸ｎ－アミル
硝酸イソアミル　　　　　　　　硝酸２－アミル
硝酸３－アミル　　　　　　　　硝酸ｔｅｒｔ－アミル
硝酸ｎ－ヘキシル　　　　　　　硝酸２－エチルヘキシル
硝酸ｎ－ヘプチル　　　　　　　硝酸ｓｅｃ－ヘプチル
硝酸ｎ－オクチル　　　　　　　硝酸ｓｅｃ－オクチル
硝酸ｎ－ノニル　　　　　　　　硝酸ｎ－デシル
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硝酸ｎ－ドデシル　　　　　　　硝酸シクロペンチル
硝酸シクロヘキシル　　　　　　硝酸メチルシクロヘキシル
硝酸イソプロピルシクロヘキシル
及び１－メトキシプロピル－２－硝酸エステル、１－エトキシプロピル－２－硝酸エステ
ル、硝酸１－イソプロポキシブチル、硝酸１－エトキシブチル等のようなアルコキシ置換
脂肪族アルコールの硝酸エステル。
【００１４】
好ましい硝酸アルキルは硝酸エチル、硝酸プロピル、硝酸アミル及び硝酸ヘキシルである
。他の好ましい硝酸アルキルは硝酸第一級アミルと硝酸第一級ヘキシルとの混合物である
。本発明においては、第一級というのは硝酸エステル官能基が、２個の水素原子に結合し
ている炭素原子に結合していることを意味する。硝酸第一級ヘキシルの例は硝酸ｎ－ヘキ
シル、硝酸２－エチルヘキシル、硝酸４－メチル－ｎ－ペンチル等であろう。硝酸エステ
ルの製造は、例えば適当なアルコールのエステル化又は適切なハロゲン化アルキルと硝酸
銀の反応のような一般に使用されている方法のいずれによっても達成することができる。
【００１５】
好ましいニトロ化合物の例としてニトロトルエン及びジニトロトルエンが挙げられるがこ
れに限定はされない。
【００１６】
有機窒素含有化合物は、燃料オクタン価に悪影響を及ぼさない量でそして点火の改良を促
進する量ならいかなる量でもガソリン中に存在することができる。好ましくは、有機窒素
含有化合物は、ガソリン配合処方中に、容量／容量基準で約１～約１０００ｐｐｍの量で
、より好ましくは約１０～約３００ｐｐｍの量で、最も好ましくは約５０～約１００ｐｐ
ｍの量で、存在する。
【００１７】
本発明を実施するのに用いられるガソリンは、ガソリン沸点範囲にある炭化水素の伝統的
なブレンド又は混合物であってもよく、又、適切な沸点範囲と適当な燃料溶解性を有する
アルコール及びエーテルのような酸素化されたブレンド用成分、例えばメタノール、エタ
ノール、メチルｔ－ブチルエーテル（ＭＴＢＥ）、エチルｔ－ブチルエーテル（ＥＴＢＥ
）、ｔ－アミルメチルエーテル（ＴＡＭＥ）、並びにガソリン及び／又はガソリン沸点範
囲に入るオレフィン系炭化水素を「酸素化する」ことによって形成された混合酸素含有生
成物を含んでいてもよい。従って、本発明は、ベース燃料それ自体、燃料に使用される成
分、性能基準、毒性要件及び／又は環境要件に関する種々の政府規制を満足するように設
計されているいわゆる改良処方ガソリンを含むガソリンの使用を包含する。燃料中に使用
される酸素化された成分、清浄剤、酸化防止剤、抗乳化剤等の量は、従って、適用される
政府規制を満たすために、そうすることにおいて使用される量が本発明の実施によって可
能となった改良された点火性能を実質的に損なわないかぎり、変動し得る。
【００１８】
本発明の目的のための必須事項ではないけれども、本発明の燃料組成物が、１種以上のシ
クロペンタジエニルマンガントリカルボニル化合物、清浄剤、酸化防止剤、抗乳化剤、腐
食防止剤及び／又は金属不活性化剤のような他の添加剤を含有することが好ましい。従っ
て、本発明の処方において使用するためのそのような、任意の、しかし好ましい成分につ
いて以下に記載する。
【００１９】

　この型の化合物は燃料に対して組
み合わせた利点を与えるので格別に有用である。これらの化合物は燃料のオクタン品質を
効果的に上昇させる能力を有する。それに加えて、これらの化合物は望ましくないエンジ
ンからの後部管排気ガスを効果的に減少させる。本発明の実施において使用するのに好適
なシクロペンタジエニルマンガントリカルボニル化合物の具体的な例として、シクロペン
タジエニルマンガントリカルボニル、メチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニ
ル、ジメチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニル、トリメチルシクロペンタジ
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エニルマンガントリカルボニル、テトラメチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボ
ニル、ペンタメチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニル、エチルシクロペンタ
ジエニルマンガントリカルボニル、ジエチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニ
ル、プロピルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニル、イソプロピルシクロペンタ
ジエニルマンガントリカルボニル、ｔ－ブチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボ
ニル、オクチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニル、ドデシルシクロペンタジ
エニルマンガントリカルボニル、エチルメチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボ
ニル、インデニルマンガントリカルボニル等のような化合物、及び２個以上のそのような
化合物の混合物が挙げられる。メチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニル、エ
チルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニル、シクロペンタジエニルマンガントリ
カルボニルとメチルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニルとの液状混合物、メチ
ルシクロペンタジエニルマンガントリカルボニルとエチルシクロペンタジエニルマンガン
トリカルボニルとの混合物等のような室温で液体であるシクロペンタジエニルマンガント
リカルボニル類が好ましい。そのような化合物の製造は文献例えば米国特許第２，８１８
，４１７号に記載されている。
【００２０】

　多くの異なったタイプの適切な清浄剤添加物のいずれも本発明のガソリン燃料組
成物に含有させることができる。これらの清浄剤の例としてスクシンンイミド清浄剤／分
散剤、長鎖脂肪族ポリアミド、長鎖マンニッヒ塩及びカルバミン酸エステル清浄剤が挙げ
られる。
【００２１】
ガソリンに使用するために望ましいスクシンンイミド清浄剤／分散剤は、ジエチレントリ
アミン又はトリエチレンテトラミンのようなエチレンポリアミンを少なくとも１種の非環
式ヒドロカルビルで置換されたコハク酸系アシル化剤と反応させることを含んで成る方法
によって製造される。そのようなアシル化剤の置換基は平均約５０～約１００個（好まし
くは約５０～約９０個、より好ましくは約６４～約８０個）の炭素原子を含有することを
特徴とする。更に、アシル化剤は、酸価が約０．７～約１．３の範囲（例えば、０．９～
１．３の範囲又は０．７～１．１の範囲）、より好ましくは０．８～１．０の範囲又は１
．０～１．２の範囲、そして最も好ましくは約０．９である。清浄剤／分散剤は、アシル
化剤を、その分子構造中に化学的に結合した形態で、該ポリアミン１モル当たり平均約１
．５～約２．２（好ましくは１．７～１．９又は１．９～２．１、より好ましくは１．８
～２．０、そして最も好ましくは約１．８）モル含有する。ポリアミンは純品でも又は通
常直鎖、分岐及び環状化合物の混合物である技術グレードのポリアミンでもよい。
【００２２】
清浄剤／分散剤の非環式ヒドロカルビル置換基は、好ましくは上記で規定した必要な炭素
原子数を有するアルキル又はアルケニル基である。適切な分子量を持ったポリオレフィン
単独重合体又は共重合体（例えばプロペン単独重合体、ブテン単独重合体、Ｃ３及びＣ４
－オレフィン共重合体等）に由来するアルケニル置換基が好適である。最も好ましくは、
置換基は、数平均分子量（ゲル浸透クロマトグラフで測定して）が７００～１２００、好
ましくは９００～１１００、最も好ましくは９４０～１０００の範囲であるポリイソブチ
レンから形成されたポリイソブテニル基である。そのような高分子材料の既成の製造業者
は、彼ら自身の高分子材料の数平均分子量を適切に測定する能力を持っている。従って、
通常は材料の製造業者が出す公称の数平均分子量が、かなりの信頼性で信用できる。
【００２３】
非環式ヒドロカルビルで置換されたコハク酸系アシル化剤及びその製造方法並びにスクシ
ンイミドの合成における使用は、当業者には周知であり、特許文献に広く報告されている
。例えば、次の米国特許第３ ,０１８ ,２４７、３ ,０１８ ,２５０、３ ,０１８ ,２９１、３
,１７２ ,８９２、３ ,１８４ ,４７４、３ ,１８５ ,７０４、３ ,１９４ ,８１２、３ ,１９４ ,
８１４、３ ,２０２ ,６７８、３ ,２１５ ,７０７、３ ,２１９ ,６６６、３ ,２３１ ,５８７、
３ ,２７２ ,７４６、３ ,２８７ ,２７１、３ ,３１１ ,５５８、３ ,３３１ ,７７６、３ ,３４
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１ ,５４２、３ ,３４６ ,３５４、３ ,３４７ ,６４５、３ ,３６１ ,６７３、３ ,３７３ ,１１
１、３ ,３８１ ,０２２、３ ,３９９ ,１４１、３ ,４０１ ,１１８、３ ,５１３ ,０９３、３ ,
５７６ ,７４３、３ ,５７８ ,４２２、３ ,６５８ ,４９４、３ ,６５８ ,４９５、３ ,９１２ ,
７６４、４ ,１１０ ,３４９、４ ,２３４ ,４３５、５ ,０７１ ,９１９号を参照のこと。
【００２４】
留出物燃料における吸気系統清浄用添加剤としての燃料に可溶な長鎖脂肪族ポリアミドの
使用については、例えば、米国特許第３ ,４３８ ,７５７、３ ,４５４ ,５５５、３ ,４８５ ,
６０１、３ ,５６５ ,８０４、３ ,５７３ ,０１０、３ ,５７４ ,５７６、３ ,６７１ ,５１１、
３ ,７４６ ,５２０、３ ,７５６ ,７９３、３ ,８４４ ,９５８、３ ,８５２ ,２５８、３ ,８６
４ ,０９８、３ ,８７６ ,７０４、３ ,８８４ ,６４７、３ ,８９８ ,０５６、３ ,９５０ ,４２
６、３ ,９６０ ,５１５、４ ,０２２ ,５８９、４ ,０３９ ,３００、４ ,１２８ ,４０３、４ ,
１６６ ,７２６、４ ,１６８ ,２４２、５ ,０３４ ,４７１、および５ ,０８６ ,１１５号並び
に欧州特許出願公開第３８４，０８６号に記載されている。
【００２５】
内燃機関における吸気系統堆積物形成を抑制するための、燃料に可溶な、長鎖アルキルフ
ェノール、ホルムアルデヒド（又はホルムアルデヒド前駆体）及びポリアミンから形成さ
れるマンニッヒ塩添加剤の、ガソリン中での使用については例えば米国特許第４，２３１
，７５９号に記載されている。
【００２６】
カルバミン酸塩燃料清浄剤は、カルバミン酸塩結合によって接合されたポリエーテルとア
ミン部分を含有する組成物である。この型の典型的な化合物は米国特許第４，２７０，９
３０号に記載されている。この型の好ましい物質は、Ｃｈｅｖｒｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　ＣｏｍｐａｎｙからＯＧＡ－４８０添加剤として市販されている。
【００２７】

　酸化抑制剤として知られている種々の化合物が本発明の実施において利用さ
れる。これらの例としてフェノール系酸化防止剤、アミン系酸化防止剤、硫化フェノール
系化合物及び有機亜リン酸エステル等が挙げられる。最もよい結果を得るためには、酸化
防止剤は、（１）２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール、４－メチル－２，６－ジ－ｔ－ブ
チルフェノール、２，４－ジメチル－６－ｔ－ブチルフェノール、４，４’－メチレンビ
ス（２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、及び混合メチレン架橋ポリアルキルフェノー
ルのような立体障害フェノール系酸化防止剤又は（２）シクロアルキル－ジ－低級アルキ
ルアミン及びフェニレンジアミンのような芳香族アミン系酸化防止剤のいずれか、あるい
は、１種以上のそのようなフェノール系酸化防止剤と１種以上のそのようなアミン系酸化
防止剤との組み合わせから、大部分が又は全部が構成されているべきである。本発明の実
施における使用のために特に好ましいのは、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール、２，４
，６－トリ－ｔ－ブチルフェノール及びｏ－ｔ－ブチルフェノールのような第三級ブチル
フェノール類の組み合わせである。Ｎ，Ｎ’－ジ－ｓ－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン
のようなＮ，Ｎ’－ジ－低級アルキルフェニレンジアミン及びその類似体、並びにそのよ
うなフェニレンジアミンとそのような第三級ブチルフェノールとの組み合わせもまた有用
である。
【００２８】

　本発明の実施において使用するために、例えば有機スルホン酸エステル、ポリ
オキシアルキレングリコール、オキシアルキル化されたフェノール樹脂及び類似の物質を
含む多種多様な抗乳化剤が入手できる。特に好ましいのは、Ｐｅｔｒｏｌｔｉｅ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎからＴＯＬＡＤという登録商標で市販されているような、スルホン酸ア
ルキルアリール、ポリオキシアルキレングリコール及びオキシアルキル化されたアルキル
フェノール樹脂の混合物である。ＴＯＬＡＤ２８６Ｋと言う名称の一つのそのような特許
取得製品は、アルキルベンゼン類から構成される溶剤に溶解したこれらの成分の混合物で
あると考えられる。この製品は、本発明の組成物に用いて有効であることが分かった。関
連製品であるＴＯＬＡＤ２８６もまた好適である。この場合には、製品は明らかに、重芳
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香族系ナフサ及びイソプロパノールから構成される溶剤に溶解した同じ種類の活性成分を
含有している。しかしながら、他の既知の抗乳化剤も使用できる。
【００２９】

　ここでも再び多種多様な材料が本発明の実施において使用するために入手で
きる。トール油脂肪酸、オレイン酸、リノール酸等から製造されるような、ダイマー酸及
びトリマー酸が使用できる。この型の製品は、現在、例えば、ＨＹＳＴＲＥＮＥという登
録商標でＷｉｔｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　の　Ｈｕｍｋｏ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ  Ｄｉｖｉｓｉｏｎによって、そしてＥＭＰＯＬという登録商標で　Ｅｍ
ｅｒｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓによって販売されているダイマー酸及びトリマー酸のように
、種々の商業的な供給源から入手できる。本発明の実施において使用するために有用な別
の型の腐食防止剤は、例えばテトラプロペニルコハク酸、無水テトラプロペニルコハク酸
、テトラデセニルコハク酸、無水テトラデセニルコハク酸、ヘキサデセニルコハク酸、無
水ヘキサデセニルコハク酸等のようなアルケニルコハク酸及び無水アルケニルコハク酸系
腐食防止剤である。アルケニル基の炭素原子が８～２４個であるアルケニルコハク酸の、
ポリグリコールのようなアルコールとのハーフエステル (half ester)もまた有用である。
【００３０】
また、次式：
【００３１】
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３２】
（式中、Ｒ 1、Ｒ 2、Ｒ 5、Ｒ 6及びＲ 7の各々は、独立に水素原子又は１～３０個の炭素原
子を含有するヒドロカルビル基であり、Ｒ 3及びＲ 4の各々は、独立に水素原子、１～３０
個の炭素原子を含有するヒドロカルビル基又は１～３０個の炭素原子を含有するアシル基
である）で表されるアミノコハク酸又はその誘導体も有用である。
【００３３】
基Ｒ 1、Ｒ 2、Ｒ 3、Ｒ 4、Ｒ 5、Ｒ 6及びＲ 7は、それらがヒドロカルビル基である場合には
、例えばアルキル、シクロアルキルもしくは芳香族含有基であることができる。好ましく
は、Ｒ 1及びＲ 5は、同じか又は異なる、１～２０個の炭素原子を含有する直鎖の又は分岐
した鎖状の炭化水素基である。Ｒ 1及びＲ 5が、３～６個の炭素原子を含有する飽和の炭化
水素基であるのが最も好ましい。Ｒ 2、Ｒ 3又はＲ 4のいずれか、Ｒ 6及びＲ 7は、それらが  
ヒドロカルビル基である場合には、直鎖の又は分岐した鎖状の飽和炭化水素基であること
が好ましい。好ましくは、Ｒ 1及びＲ 5が、３～６個の炭素原子を含有する同じか又は異な
るアルキル基であり、Ｒ 2が水素原子であり、そしてＲ 3又はＲ 4のいずれかが１５～２０
個の炭素原子を含有するアルキル基又は２～１０個の炭素原子を含有する飽和又は不飽和
のカルボン酸に由来するアシル基であるアミノコハク酸のジアルキルエステルが用いられ
る。
【００３４】
Ｒ 1及びＲ 5がイソブチルであり、Ｒ 2が水素原子であり、Ｒ 3がオクタデシル及び／又はオ
クタデセニルでありそしてＲ 4が３－カルボキシ－１－オキソ－２－プルペニルである上
記の式を有するアミノコハク酸のジアルキルエステルが最も好ましい。そのようなエステ
ルにおいて、Ｒ 6及びＲ 7は水素原子であるのが最も好ましい。
【００３５】
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　所望により、本発明の燃料組成物は、銅などのような重金属と錯体を形
成する能力を有する型の従来型の金属不活性化剤を含有することができる。典型的には、
使用される金属不活性化剤は、ガソリンに可溶なＮ，Ｎ’－ジサリシリデン－１，２－ア
ルカンジアミン又はＮ，Ｎ’－ジサリシリデン－１，２－シクロアルカンジアミン、或い
はその混合物である。例としては、Ｎ，Ｎ’－ジサリシリデン－１，２エタンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ジサリシリデン－１，２プロパンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジサリシリデン－１，
２－シクロヘキサンジアミン、及びＮ，Ｎ”－ジサリシリデン－Ｎ’－メチル－ジプロピ
レン－トリアミンが挙げられる。
【００３６】
本発明のガソリン組成物に含まれ得る種々の添加剤は通常の量で使用される。従って、そ
のような任意の添加剤の量は本発明の実施にとって臨界的ではない。個々の場合において
使用される量は、所望の機能的性質を燃料組成物に与えるのに十分な量であり、その量は
当業者には周知である。
【００３７】
本発明によれば、有機窒素含有化合物は、ガソリン又はガソリンを含む燃料に直接添加す
ることも、また添加剤濃縮物の形で添加することもできる。添加剤濃縮物は、有機硝酸エ
ステル、溶剤もしくは希釈用油剤、そして、任意ではあるが好ましい成分として、上記し
た種々な添加剤を含んで成ることができる。
【００３８】
【実施例】
同一のオクタン価８７の燃料の６個の試料を試験した。３個の試料は添加剤なしで試験し
、３個の試料には硝酸２－エチルヘキシルを、容量／容量基準で１００ｐｐｍ添加した。
エンジン排出ガスを排気ガス溜まりから採取して測定した。図１は、添加していないレギ
ュラー無鉛ガソリン（ＲＵＬ）３種の冷態始動時の炭化水素の排出を時間の関数として示
している。グラフ中のスパイク型の波は、炭化水素の排出の急激な増加によって示される
ように、エンジンの着火不良を表している。図２は、硝酸２－エチルヘキシルを１００ｐ
ｐｍ含有するＲＵＬガソリン３種の冷態始動時の炭化水素の排出を時間の関数として示し
ている。硝酸エステルを含んだ燃料では着火不良を起こしていない。それ故不燃焼炭化水
素の排出量は図１の排出量に比較して減少している。
【００３９】
この開示を通して種々の特許、特許公報及び技術文献を引用している。そのような文書は
すべて、引用することによってあたかも本明細書中に完全に記載されているかのごとく全
体として本明細書中に組み込まれる。
【００４０】
本明細書で用いる「ガソリンに可溶な」という用語は、問題の添加剤物質が、処理されて
いるガソリン燃料に、少なくともその添加剤物質が目的の機能を果たすのに必要な濃度に
まで溶解できるということを意味する。添加剤物質はこの最小の値を超えた溶解性を持っ
ているであろうことが好ましい。しかし、「ガソリンに可溶な」という用語は、その物質
が全ての比率でガソリン燃料組成物に溶解しなければならないことを意味するのではない
。
【００４１】
本発明は、実施にあたっては相当の変更が可能である。従って、本発明は、本明細書に記
載した特定の例示に限定されるものではない。そうではなくて、本発明は、添付した「特
許請求の範囲」の精神と範囲の内部であり、法律上有効なそれの均等物を含む。
【００４２】
本発明の基本的な特徴及び好ましい態様を以下に列挙する。
【００４３】
１．　（ａ）１０個までの炭素原子を有する硝酸アルキル、シクロアルキル及びアリール
、並びに、アルコキシ置換脂肪族アルコールの硝酸エステルから成る群から選ばれる有機
硝酸エステル、
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（ｂ）ニトロトルエン及びジニトロトルエンから成る群から選ばれる有機ニトロ化合物、
並びに
（ｃ）それらの混合物
から成る群から選ばれる少なくとも１種の有機窒素含有化合物が約１～約１０００ｐｐｍ
ブレンドされている、ガソリン沸点範囲にある炭化水素を主要成分として含有し、ガソリ
ン沸点範囲にある炭化水素が無鉛ガソリンであることを特徴とする燃料組成物。
【００４４】
２．　有機窒素含有化合物が約１０～約３００ｐｐｍの量で存在する上記１項に記載の燃
料組成物。
【００４５】
３．　有機窒素含有化合物が約５０～約３００ｐｐｍの量で存在する上記１項に記載の燃
料組成物。
【００４６】
４．　有機窒素含有化合物が置換又は非置換の硝酸アルキルである上記１項に記載の燃料
組成物。
【００４７】
５．　有機窒素含有化合物が硝酸２－エチルヘキシルである上記４項に記載の燃料組成物
。
【００４８】
６．　更に、シクロペンタジエニルマンガントリカルボニル化合物、清浄剤、酸化防止剤
、抗乳化剤、腐食防止剤及び／又は金属不活性化剤から成る群から選ばれる少なくとも一
員を含んで成る上記１項に記載の燃料組成物。
【００４９】
７．　更に、適切な沸点と適当な燃料溶解性を有するアルコール及び／又はエーテルのよ
うな酸素化されたブレンド用成分を含んで成る上記１項に記載の燃料組成物。
【００５０】
８．　火花点火内燃機関の点火特性を改良する方法であって、上記１項に記載の燃料組成
物を該機関に加えそして該機関内で燃焼させることを含んで成る方法。
【００５１】
９．　火花点火内燃機関における着火不良を減少させる方法であって、上記１項に記載の
燃料組成物を該機関に加えそして該機関内で燃焼させることを含んで成る方法。
【００５２】
１０．　火花点火内燃機関における局部的な燃焼を防止する方法であって、上記１項に記
載の燃料組成物を該機関に加えそして該機関内で燃焼させることを含んで成る方法。
【００５３】
１１．　火花点火内燃機関におけるサイクル毎の変動を改善する方法であって、上記１項
に記載の燃料組成物を該機関に加えそして該機関内で燃焼させることを含んで成る方法。
【図面の簡単な説明】
【図１】添加していないレギュラー無鉛ガソリン（ＲＵＬ）３種の冷態始動時の炭化水素
の排出を時間の関数として示している。グラフ中のスパイク型の波は、炭化水素の排出の
急激な増加によって示されるように、エンジンの着火不良を表している。
【図２】硝酸２－エチルヘキシルを１００ｐｐｍ含有するＲＵＬガソリン３種の冷態始動
時の炭化水素の排出を時間の関数として示している。硝酸エステルを含んだ燃料では着火
不良を起こしていない。それ故不燃焼炭化水素の排出量は図１の排出量に比較して減少し
ている。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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